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カケハシ・プロジェクト（カナダ） 

オンライン同窓会（JET・日本留学） 

フォローアップ事業の記録 

 

１． プログラム概要 

【目的・概要】 

本プログラムは、カケハシ・プロジェクトの参加経験者（同窓生）がオンラインで 、在カナダ日本国大

使館やトロント日本文化センターの職員より JET プログラムや文部科学省（MEXT）国費外国留学生奨

学金、国際交流基金が提供している助成金・フェローシップ等について学び、実際に日本へ留学した同窓

生の体験談を聞くことで、対日理解の促進及び、日本への関心の拡大活動及びネットワーク活動を促進 

することを目的にあわせて、同窓生同士の交流、意見交換を通して同窓生ネットワークの強化を図りま

した。 

 

【参加者】カナダのカケハシ・プロジェクト参加の同窓生 合計 19名 

 

【訪問地】カナダ 

 

【日程】 

◼ オンライン訪日プログラム： 

2024年 10月 10日（木曜日） 

1. 開会 

カナダ・アジア太平洋財団（APF カナダ） 

2. 挨拶 

在カナダ日本国大使館 情報文化センター長 山崎 明子 氏 

3. 発表 

① 「JET プログラムの概要」 

在カナダ日本大使館 アジー・アマンダ 氏 

② 「JET プログラムの体験」 

2019年度カケハシ・プロジェクト同窓生（日本語学習者招へい） 

Japanese Language Communication Inbound Program 

ハフサ・ハスナ・コアッシュ 氏 

③ 「文部科学省（MEXT）国費外国留学生奨学金について」 

在カナダ日本大使館 サブリナ・ゴーティエ 氏 

④ 「MEXT 国費外国留学生奨学金の体験」 

2022年度カケハシ・プロジェクト同窓生（大学生招へい） 

ダニエル・ユアン・ヤン・キー 氏 

⑤ 「国際交流基金（JF）：助成金・フェローシップの概要」 
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トロント日本文化センター アッシュウィーニー・ラマ 氏 

⑥ 「交換留学の体験：始め方」 

2023年度カケハシ・プロジェクト同窓生（ジャパンボウル招へい） 

ジェシカ・ウィン・チェン 氏 

⑦ 「交換留学の体験：振り返り」 

2022年度カケハシ・プロジェクト同窓生（日本語学習者招へい） 

ザッカリー・ベレンジャー 氏 

4. 集合写真 

5. 質疑応答 

6. 閉会 

 

２．記録写真 

  

【発表】「国際交流基金（JF）：助成金・フェロー

シップの概要」 

【発表】「文部科学省（MEXT）国費外国留学生奨

学金について」 

  

【発表】「JET プログラムの概要」 【発表】「MEXT 国費外国留学生奨学金の体験」 

  

【発表】「交換留学の体験：始め方」 【発表】「JET プログラムの体験」 



 

3 
 

  

【発表】「交換留学の体験：振り返り」 【発表】「交換留学の体験：振り返り」 

 

３．主催者の感想・対外発信（抜粋） 

 

2024年 10月 10日（Facebook） 

昨夜、日本政府や大学がカナダ人に提供する日

本留学プログラムについて学ぶオンラインイベ

ントに参加してくれたカケハシ・プロジェクト

の同窓生の皆さん、ありがとうございました。

また、知識や経験を共有してくれた専門家や卒

業生にお礼申し上げます。このイベントを見逃

した方、あるいはカケハシ後の日本への帰国機

会についてもっと知りたい方は今月末に開催さ

れる、日本や日本の組織で働くためのイベント

への招待状をお待ちください。お楽しみに！ 

 

４．発表を行った参加者（同窓生）の感想（抜粋） 

 カケハシは間違いなく私の人生で最高の思い出の一つです。 

 カケハシ・プロジェクトは感動的な体験だったので、日本留学に踏み切るきっかけとなりました。 

 日本で暮らすということは、一生に一度の経験であり、一生心に残るものです。 

 カケハシ・プロジェクトで日本にいたのは短い間でしたが、日本という国とその文化、国民性につ

いてよく知ることができました。 

 日本で生活することで、よりグローバルな視野と文化的認識を持つことができました。また、カナ

ダに移住してきた人々への理解も深まり、故郷から遠く離れた場所で生活を始めることがどれほど

大変なことか、気付く事ができました。 

 日本への留学を考えているなら、絶対に留学することをおすすめします。後悔はしません。 

 日本での生活は期待以上でした。日本にはやりたいことや行ってみたい場所がたくさんあります。

慣れるまで難しいこともありましたが、最後には日本を離れたくありませんでした。 

 カナダに帰国してまだ 2 か月余りですが、すでに日本が恋しいです。卒業したら、JET プログラム

でまた日本に戻りたいと思っています。 

 

実施団体：カナダ・アジア太平洋財団（APFC） 


